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※回収プルトニウムを使用
使用済み燃料を再処理してプルト
ニウムを回収し、新たに燃料とし
て使うこと。

昭和４３年(1968) 新型転換炉を敦賀に建設予定と発表

昭和４５年(1970) 名称を「ふげん」と決定し、建設を開始

昭和５３年(1978) 初臨界

昭和５４年(1979) 本格運転開始
昭和５６年(1981) 軽水炉燃料からの回収プルトニウム（※）を使用
昭和６０年(1985) 水素注入を実施
昭和６３年(1988) 「ふげん」MOX燃料からの回収プルトニウム（※）を使用

（核燃料サイクルの輪完結）
平成 元年(1989) 我が国初の系統化学除染の実施
発電電力量１００億kWh達成
平成 ４年(1992) ファジィ制御による給水制御を導入
平成１０年(1998) 廃止措置の準備開始
平成１２年(2000) 発電電力量２００億kWh達成
平成１５年(2003) ３月２９日 運転終了

平成２０年(2008) ２月 廃止措置計画の認可
平成３０年(2018) 5月 廃止措置計画の変更認可

これまでの経緯：「ふげん」
設計

建設

運転

廃止
措置

原
子
力
の
研
究
開
発
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「ふげん」廃止措置全体スケジュール

① 重水系・ﾍﾘｳﾑ系等の
汚染の除去期間

② 原子炉周辺設備
解体撤去期間

③ 原子炉本体
解体撤去期間

④建屋解体
期間

年度 2008～2017 2018～2022 2023～2031 2032～2033

使用済燃料搬出

重水系・核燃料取扱設備の解体撤去

約25年

重水搬出、トリチウム除去

原子炉本体の解体撤去

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設等の解体撤去

建屋解体

～約２５年かけて廃止措置作業の完了を目指します。～

重水搬出、残留重水回収、
トリチウム除去

工程

使わなくなった
機器の解体

原子炉の
周辺機器解体

原子炉本体の解体

原子炉本体領域の解体後に解体
・廃棄物処理設備
・換気系 等
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・燃料貯蔵プールには466体の
使用済燃料を保管中

・輸送容器の製造に向けた準備契約の締結
（2018.10.25）

・輸送容器の製造に向けた設計承認を申請
（2020.2.28）

▼2026年度

タービンや復水器の
一部解体



「ふげん」廃止措置の状況
「ふげん」では、2018年から2022年までの期間を「原子炉周辺設備解体撤去期間」として、タービン設備や
原子炉周辺設備の機器等の解体撤去を行っています。
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原子炉冷却系の解体作業
2020年4月

配管保温材取外し作業
2020年5月 給水管の解体作業

2020年１２月

■原子炉周辺設備の解体撤去
⚫ 2019～2020年度
原子炉周辺設備のうち、Aループ側の一次
冷却設備等を対象とした本格的な解体撤
去を実施中

■タービン設備の解体撤去
⚫ 2019～2020年度
原子炉給水ポンプ等(遮へい壁貫通工事
含む)の解体撤去
（第2段階である原子炉給水ポンプ及び配
管等の解体撤去に向けて準備中）



原子炉本体の解体に向けた試験・試料採取作業
○25年間稼働してきた炉心内部にどれだけ放射性物質があるか確認し、今後の原子炉解体工法や手順
などに反映するため、試料採取装置を製作し、原子炉内部から試料を採取し分析を実施します。

○試料採取装置の使用にあたっては、現場で使用する前に、同じ環境を模擬した場所で装置を作動さ
せ、装置の機能や手順を検証するモックアップ試験を実施しました。

・2019年3月～2019年7月、炉下部から６つの試料（金属片）を採取
・2021年2月現在、炉側部からの試料採取に向けた準備を実施中
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原子炉建屋

タービン建屋

【モックアップ試験現場】

★モックアップ★
実物大の模型

炉側部から
試料採取

炉下部から試料採取

原子炉の断面図

準備中

完了

■大きさ 約10メートル、直径約10センチ

使用してないトイレットペーパーだと…

×約90個分（縦）

試料採取装置

■特徴
・装置の下部が伸縮し、長さを調整することが可能
・先端にカメラやレーザーの切断道具を取りつけ可
能等

縦：約110mm 直径：約100mm



資源化して再利用または産業廃棄物

廃止措置によって発生する解体撤去物は…
発生する廃棄物の推定量：約359,200トン

明らかに放射性廃棄物ではない
解体撤去物

約90％ 約308,500トン

数％ 約40,000トン

ビル等の建築物に再利用可能

低レベル放射性廃棄物 放射性廃棄物としての扱いが不要と思われる
解体撤去物

金属やコンクリートの他、
紙・布などは焼却、廃液など
は濃縮。これらをセメントな
どと混ぜて固化し、ドラム缶
に詰めて、放射能レベルなど
に応じて埋設処分されます。

放射性廃棄物として処分 クリアランス制度による検査で分別

解（貝）説くん

★クリアランス制度★
原子力施設の解体などで発生する

金属やコンクリートには、放射能レ
ベルが自然放射線と比べて極めて低
いものが含まれます。これらの資材
などを、法令に基づき国の認可・確
認を経て、資源化して再利用（リサ
イクル）または産業廃棄物として適
正に処分することができるようにす
るための制度です。

数％ 約10,000トン
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7クリアランス測定作業の開始
原子力施設から出る解体撤去物は、事業者の詳細な測定を踏まえ、国の確認を受けた後、再利用というかた
ちになりますが、当面の間は、原子力事業者が発電所内などで用いる等、きちんとした実績を積んでまいります。

測
定
・
評
価
方
法
の

国
へ
の
申
請
・
認
可

分
別
、
除
染

（
必
要
に
応
じ
て
）

保
管
管
理
（
測
定
待
ち
）

評
価
・
測
定

自動除染装置 クリアランスモニタ

クリアランス測定対象金属
2018年度測定済の約49トン
・2019年11月、国の確認証を受領
・現在、敷地内で保管管理中
2019年度～2020年5月末までに測定済の約126トン
・2020年9月、国の確認証を受領
・現在、敷地内で保管管理中

2020年10月末までに測定済の約132トン
・2021年1月、国に確認申請

解体撤去物を
洗った工業用
水も、放射性
物質を除去し、
適切に処理し
ます。

【敷地内】

【建屋内】

保
管
管
理

（
確
認
待
ち
）

国
に
よ
る
確
認

保
管
管
理
（
搬
出
待
ち
）

搬

出
出展：

日本原子力発電（株）ＨＰより

金属再生

再利用保管

除染前

除染後

敷地内

建屋内

建屋内

敷地内
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昭和４５年(1970) 「もんじゅ」建設候補地として、福井県敦賀市白木を選定

昭和６０年(1985) 建設を開始

平成 ６年(1994) 初臨界
平成 ７年（1995）１２月 ナトリウム漏えい事故

平成２２年（2010）０５月 性能試験再開
平成２２年（2010）０８月 炉内中継装置落下
平成２４年（2012）０７月 炉内中継装置復旧完了
平成２４年（2012）１１月 保守管理不備問題（H28.8報告書提出）
平成２７年（2015）１１月 文部科学大臣への勧告
平成２８年（2016）１２月 「もんじゅ」廃炉方針確定
平成２９年(2017）０６月 「もんじゅ」廃止措置に関する基本的な計画提出

平成２９年（2017）１２月 廃止措置計画の認可申請
平成３０年（2018）０３月 廃止措置計画認可

これまでの経緯：「もんじゅ」
設計

建設

廃止
措置

原
子
力
の
研
究
開
発
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「もんじゅ」廃止措置全体スケジュール

① 燃料取出期間 ② 解体準備期間 ③ 廃止措置期間Ⅰ ④ 廃止措置期間Ⅱ

年度 2018～2022(5.5年) 2023 ～ 2047

概略
工程

原子炉容器、
１次冷却系ナトリウム

燃料体の取出し

建物等解体・撤去
水・蒸気系等発電設備の解体・撤去

水・蒸気系等発電設備
（タービン・発電機等）

ナトリウム冷却系機器
解体準備

２次冷却系ナトリウム

ナトリウム冷却系機器
解体撤去

約30年

～約30年かけて廃止措置作業の完了を目指します。～

２次系ナトリウム
抜き取り完了
（2018.12.5）
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①燃料体の処理作業・・・取り出した燃
料を、 洗ってナトリウムを落とし、貯蔵し
ます。

②燃料体の取出し作業・・・取り出した燃
料の後に、模擬燃料を入れます。

・・・取り出した燃料 ・・・模擬燃料

Zzz
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Na Na

炉外燃料貯蔵槽

燃料出入設備

原子炉容器

①

①

②

① 燃料体の処理作業

② 燃料体の取出し作業
燃料池

（水プール）燃料洗浄設備

燃料体取出し作業について



１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目
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5.5年で燃料体の取出し作業を完了

事前準備
燃料処理・
貯蔵設備の
点検 など

設
備
点
検

②
燃
料
体
の
取
出
し
作
業

①
燃
料
体
の
処
理
作
業

設
備
点
検

設
備
点
検

①
燃
料
体
の
処
理
作
業

①
燃
料
体
の
処
理
作
業

①
燃
料
体
の
処
理
作
業

②
燃
料
体
の
取
出
し
作
業

②
燃
料
体
の
取
出
し
作
業

燃料体取出し作業スケジュール

今

Na Na

炉外燃料貯蔵槽

燃料出入設備

原子炉容器

①

①

②

① 燃料体の処理作業

② 燃料体の取出し作業
燃料池

（水プール）燃料洗浄設備



燃料体取出し作業（これまでの実績） 13

Na Na

炉外燃料貯蔵槽

燃料出入設備

原子炉容器

①

①

②

① 燃料体の処理作業

② 燃料体の取出し作業
燃料池

（水プール）燃料洗浄設備

２０２０年２月５日から開始した「燃料体の処理作業」は、当初6月までに完了を計画していた
１３０体の処理を４月15日に終了しました。その後、中間点検等を実施し、さらに、5月15日
「燃料体の処理作業」を再開し、6月1日に追加で４４体（合計１７４体）の処理を終了しました。

注）燃料池には上記表のほか、過去に取出した２体を貯蔵しています

原子炉容器 370体 370体 270体 270体 0体

炉外燃料
貯蔵槽

160体 74体 174体 0体 0体

燃料池 0体 86体 86体 260体 530体

作業
終了時

2022年
度取出し
完了時

①
炉外燃料貯蔵槽から
燃料池に86体移送

取出し
開始時

②
原子炉容器から
炉外燃料貯蔵槽に
100体移送

2018年8月30日
～

2019年1月28日

2019年9月17日
～

2019年10月11日

作業
終了時

2020年2月5日
～

2020年6月1日

①
炉外燃料貯蔵槽から
燃料池に174体移送

作業
終了時

2021年１月～３月
（現 在）

②
原子炉容器から
炉外燃料貯蔵槽に
１４６体移送



「ふげん」・「もんじゅ」の現場で働く職員の想い
・「もんじゅ」が政策的な観点から廃止措置に至ったことは大変残念で、悔しい思い

であるが、廃止措置を通じ今後の高速炉の研究開発にしっかりと貢献していきたい。

・廃止措置を安全に進めていくためには、これまでの建設や運転等に関する情報や経
験が必要不可欠であり、こうした振り返りは将来を支える人材の育成にもつながっ
ていく。若い世代からベテランに至るまでOne Heartの精神で、廃止措置に取り組
んでいきたい。

・廃止措置を進めることによって、「ふげん」・「もんじゅ」のリスクが低減される。
安全に作業を進め、地域の方々の安全・安心に繋げていきたい。

・原子炉の建設から廃止措置に至るまでを成し遂げ、これらの技術、知識、経験を積
み上げ、次世代に伝えていくことは重要な使命である。廃止措置を前向きに捉え、
今後の原子力の研究開発につなげていきたい。
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原子力機構敦賀の研究開発は、
原子炉施設の から へ、

得られた成果は へ、
そして、わたしたちの生活へと続きます。

15



16



レアル レーザーまん モック

研究開発

地域産業支援

人材育成
高速炉に関する研究開発（白木）
・ナトリウム取扱技術
・もんじゅ成果の集約
レーザー応用研究（木崎）
・レーザー技術の研究・開発
・研究・開発技術の展開

国内外の原子力人材育成
・大学との連携
（講義への協力、インターンシップ）
・講師育成事業
・国内外からの研究者や研修生の受入れ

原子力・エネルギーに関する教育支援
・小学校、中学校、高等学校の各段階における
エネルギー教育の環境整備

・理科・科学授業・実験への支援・協力

地元企業との連携
・技術相談を通じた企業の課題解決支援
・現場のニーズと地元企業の技術力のマッ
チングを図る「技術課題解決促進事業」等
による地元企業との共同開発の実施

アジアからの研究者・研修生の受入

いろいろな電池（小学4年生）

現場移動型多脚ロボット 鋼管の無火気切断装置

「ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（スマデコ）」
の運用

・地元企業の育成支援（解体技術研修の実施等）
・廃止措置作業への企業の新規参入の促進

スマデコ外観 解体訓練 複合現実感MRシステムの活用実習

17敦賀総合研究開発センター（つるそうけん）について
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クリアランスレベルとは 20



模擬燃料体の部分装荷 21

2022年に予定している炉心からの燃料体124体の取出し作業後は、模擬燃料体を装荷
しないこととしています。これにより、放射性廃棄物の発生量を低減することができます。

六角形の燃料体のうち、ひとつおきの3つの面が接して装荷されていれば、安全性に問題はないという
評価をし、模擬燃料体の部分装荷について、2019年7月22日、原子力規制委員会に廃止措置計画等
の変更認可申請を行い、2020年5月29日付で認可をいただき、6月1日に許可書を受領しました。

『燃料取出し・・・取り出した
燃料の後に、模擬燃料を入れ
ます。』とお伝えしていました
が・・・

イメージ図

よくよく検討して

・・・取り出した燃料 ・・・模擬燃料

廃棄物低減

3

3

3

3

仲間が支えてい
るから大丈夫！

国と相談



Na Na

炉外燃料貯蔵槽

燃料出入設備

原子炉容器

①

①

②

① 燃料体の処理作業

② 燃料体の取出し作業
燃料池

（水プール）燃料洗浄設備

燃料体取出し作業（これからの予定） 22

これまでの燃料体取出し作業の実績等を踏まえ、燃料体取出し作業の工程（体数）を
見直し、原子炉容器内に残る燃料体270体の取出し作業及び処理作業の体数について、
模擬燃料体の部分装荷を考慮し、次回を146体、最終回を124体とすることとしました。

注）燃料池には上記表のほか、過去に取出した２体を貯蔵しています

原子炉容器 370体 270体 0体

炉外燃料
貯蔵槽

160体 0体 0体

燃料池 0体 260体 530体

2022年
度取出し
完了時

②
原子炉容器から
炉外燃料貯蔵槽に

移送

②
原子炉容器から
炉外燃料貯蔵槽に

移送

2021年1月
（現在）

取出し
開始時

2021年3月

①
炉外燃料貯蔵槽から
燃料池に移送

2022年6月

①
炉外燃料貯蔵槽から
燃料池に移送

作業
終了時

2022年4月

146体 146体 124体 124体



我が国は「エネルギー基本計画」に基づき、核燃料サイクルを推進するとともに、
高速炉の研究開発に取り組むとの方針を堅持する。

•廃止措置を通じて得られるデータ
•研究開発を通じて得られるデータ

常陽

もんじゅ

主な実績
「もんじゅ」の次の炉を設計、
建設、運転するための多くの重
要なデータを取得

NEXT

高速炉実用化の
基礎になる色々な技術蓄積

・大型化、経済性向上の技術
（実証待ち段階）

・国際的な安全基準の創案

主な実績

•安全性をさらに高める技術
•放射性廃棄物を減らすための研究
• AI等の革新技術の活用

NEXT福井県

茨城県
大洗・東海

敦賀

・高速炉炉心、プラント設計技術
・プラント運転･保守経験
・ナトリウム漏えい対策技術 等
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